
長野県松本市 小川 結

【年 齢】
30歳

【出身地】
東京都杉並区

【転出元】
東京都杉並区

【前職（兼職中）】
民間シンクタンク勤務

（環境問題の調査・政策立
案支援）
【活動時期】

R5.8～

2年前の夏、暑い東京から逃れるべく友人とワーケー
ション先を探していて、たまたま乗鞍高原を訪れました。
1か月弱の滞在を通じて、乗鞍の自然や人が大好きになり、
シーズンごとに通うように。
訪れるうちに、ゼロカーボンパークの乗鞍で進むサステ

ナビリティへの取組に関心を持つようになり、移住をした
ら地域を良くしていくことにもっと貢献ができるんじゃな
いかと思っていたところ、ちょうど協力隊の募集があった
ため、応募し、協力隊になりました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（職場））y.ogawa@alps-sangakukyo.jp
（電話番号（個人））090-9147-8116

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
乗鞍ゼロラボ https://zerolabo.info/

乗鞍高原では、地域ビジョン「乗鞍ミライズ」をはじめ
として、地域を良くしていくための様々な取組が進んでい
ます。乗鞍を含む周辺地域が100年先も持続可能であり続
けるために、地域の人・行政・DMO・教育機関など様々な
アクターが一丸となって取組を加速化させていく、そのた
めのお手伝いができたら嬉しいです。
最終的には、乗鞍を含むアルプス山岳郷一帯が、世界に

誇れる持続可能な観光地になっていくことが目標です！

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●乗鞍高原ゼロカーボンラボラトリー（ゼロラボ）

●のりくら高原ミライズ
乗鞍高原では、2021年に策定された地域の将来ビ

ジョン「のりくら高原ミライズ」を基に、課題ごと
に分科会を設置し、地域をより良くしていくための
活動が行われています。活動の進捗共有のために定
期的に開催される全体会合の事務局として、情報共
有やゼロラボの取組との調整を行っています。

●地域で活躍する方へのインタビュー
「地域を良くするためにはまずは地域を知ることか

ら」という趣旨で、地域で活躍している方に取組や想
いを伺うインタビューをしています。活動開始から、
環境省国立公園事務所、松本市、アルプス山岳郷
（DMO）などの方々にお話をお伺いしました。

環境保全・自然保護

「残したい暮らしとつくりたい暮らし」を
テーマに、乗鞍高原でゼロカーボンを学び
実践するコミュニティラボの運営事務局兼
コミュニティマネージャーをしています。
エネルギー、資源循環、モビリティなど

のテーマで講師を招きセミナーを開催し、
昨年度は地域内外から24名が参加。学んだ
内容を活かして今年度は6つのプロジェクト
が動いています。また今年度はのプログラ
ムには約15名が参加し、昨年度に加えて新
たなプロジェクトが走り出す予定です。
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